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肉豚共進会にのぞんで 
畜産課 森 谷 曻 一 

 

 岡山県経済連が、いろんな悪条件を克服してこの

２月 21、22 日大阪市で最初の肉豚共進会を開催され

たことは、本県養豚の現状がはっきりとつかめ大い

に将来の指針となった。 

 翌日の新聞には「比較的粒ぞろいで、多大の成果

を得た」とのとのせられていたが、審査報告のルー

ルとしては、まず改良の効果と美点を賞讃し、その

後欠点を指摘、将来の改良目標を揚げることになっ

ておるようだ。 

 ところが何しろ初めての催しであり。前回との比

較はできず、さしずめ良い点となると、どこをつま

んで来ればよいのか、審査員一同思案のあげく、「県

下全般の広い区域から出品された割に比較的粒ぞろ

いで、出品者の平素の飼育管理の努力の後がうかが

える」ということになった。 

 とかく共進会となると、経済性を無視して特別に

仕上げられた、トップレベルの芸術品の陳列となる

のであるが、そういった意味では、平素出荷してい

るままの要領で、無作為に出品し、共進会としての

何らの選抜もしなかったことは、かえって岡山豚の

ありのままの姿に接したわけであり、ある意味では

非常に有益で、将来に対する大きな参考となったも

のと云えよう。 

 出品豚の生体重は68㎏から124㎏におよび、体型、

資質、発育はまちまちで、赤豚、経産豚も１頭ずつ

含まれていた。 

 肉豚共進会であるから品種にかかわりを持つ必要

はないが、31 頭の豚はそれぞれ異った顔つきをして

おり、胴ずまりでころころと肥満したもの、巾、深

み、特に後躯の貧弱なもの、発育不良で毛づやがな

く明らかに寄生虫か、下痢症を物語っておるものも

見受けられた。 

 これを枝肉にした場合、絶食後のと殺であったた

め歩留りは大概 70％以上を占めたが、背脂肪が厚く

平均６㎝以上に達し赤肉歩留りの尐ないものもあり、

また、と体が貧弱で肉量の乏しいものも見受けられ、

肉、脂肪の品質も満足すべきものばかりではなく、

関心をもたれていた県外産６頭の成績もとり上げる

程のものではなかった。 

 某社との肉豚出荷折衝にあたって、本県の肉豚が

不良であることを強調されたそうだが、一番の泣き

どころと云った所であろう。 

 それでは、今後はどうすればよいのか。 

（１） もと豚の選定 

 肉豚をつくる場合、何と云ってももと豚の選定

が一番大切で、飼料効率がよくて立派な豚肉をつ

くる子豚を、容易に県内で求める必要がある。 

 そのためには、第一に種豚の改良が基礎になる

のであるが、これは単に先進県から優良品種を大

量に導入すればこと足りると云う簡単なことでは

解決しないようである。 

 岡山の和牛は短時日にできあがったものではな

い。 

 能力検定を基本にする考え方は、今更否定の余

地はないが、能力検定の前に個体選抜が重要で、

品種改良のためには、ある時は経営採算を度外視

することも必要であろう。 

 目先の損益に敏感であることは、強い県民性で、

岡山に豚が定着しない要因の一つでもある。 

 岡山の豚を良くするためには、真に豚を理解し、

豚を愛する人間造りが第一で、尐しはあのしゃく

れ上がった顔に惚れ惚れとする人種がでてきても

よさそうだ。 

（２） 管理技術の向上 

 出品豚を見ると胴伸びがなく肥満したものや、

発育不良のもの、その他明らかに飼養管理から生

じたものと認められる事項が多々あり、豚の生理

を充分飲みこんで、発育中は蛋白質を、仕上げ時

期には澱粉質飼料を給与するように心掛け、幼豚

時の寄生虫の駆除、下痢の予防等に留意すること

も大切である。 

（３） 規格統一 

 畜産振興事業団の買上げ対象の豚の枝肉規格は、

関西の湯むぎの場合で枝肉半丸 22㎏～40 ㎏、背脂
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肪の厚さ２～４㎝、枝肉のうち赤肉が 50％以上を

占め、肉と脂肪の品質良好なものとされておるが、

いずれにしても生体重90㎏前後が出荷の適時であ

るので、小貫物や大貫物としないよう留意する必

要がある。 

 また、枝肉の規格を揃えることは、個々の農家

で尐数飼育している場合には非常に困難であるの

で、農協を中心にした集団的な産地を造り、飼料

も地域によって標準的飼料配合を考慮する必要も

あろう 

 今後の肉畜取引きは、従来の庭先生体取引きに

かわり、と場で枝肉処理して格付けをし、枝肉に

よる取引きとなるので、生体取引きのように肉質

は経験による外部からの推定で、体重差によりは

ぼ平均的価格で取引きされるのではなく、枝肉の

規格により、上下の価格差が大きくなるので、特

に規格に合った上物を出荷するよう心掛けなけれ

ばならない。 

 以上は第１回岡山県肉豚共進会にのぞんで感じ

たことであるが、こうした催は、生産者自信が多

数直接参観して、その後の肉豚飼育に反影する必

要があることを痛感した。県営と畜場も発足する

ことであるし、この施設を活用して回を重ねるこ

とによって、本県の豚も一段と改良されることで

あろう。 

 

 


